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リフォーム会社が DX推進に着手 業務効率化と正確さで顧客サービスの充実化へ 

働き方を変える、従業員の意識改革が重要となる DXの壁 
   
リフォーム事業を中心に 4 社の子会社を持つ株式会社NEXTAGE

ネ ク ス テ ー ジ

 GROU
グル ープ

P（本社：東京都港区、代表取締役社長： 

佐々木洋寧）は 2018 年 12月から基幹業務の DX 化に着手し、併せて従業員の意識改革を行うことによって業務 DX

化が定着したことをお知らせします。 

  

当社では業務別、部署別のシステムを利用しており、システム間の連携もなく部署間での二重入力などの非効率な

業務や人為的なミスの発生が問題となっていました。そのため、2018 年 12 月から業務効率化と多様化した業務の

標準化を目的とした基幹業務の DX 化の検討に入り、2021 年 10 月から新システムの段階的導入に踏み切りました。

しかし、従業員からは「使い勝手が悪い」「従来の方がよかった」などの意見があがるだけでなく、新システムの利

用は義務的には行うものの、併せて独自にアプリケーションを使った資料作りをするなどの非効率が横行すること

になりました。これを受け、当社では新システムのブラッシュアップと同時に従業員の業務に対する意識改革にも

着手し、新システムの浸透と業務の DX 化を推進することにしました。 

  

【社内の意識改革】 

全部署の責任者と選抜メンバーを集め、業務 DX 化の

必要性や利便性、DX 化がもたらす未来像を共有した

上で、新システムの開発思想や構造を改めて確認す

ることにより、新システムを利用する意味と必要性

を浸透させることに注力しました。また、今までは

従業員の働き方に合わせてシステムを修正してきま

したが、今後は新システムに合わせて従業員が働き

方を変えて行くことが業務効率化につながることを

伝え、新システムへの順応の重要性を伝えました。

さらに、各部署の責任者と選抜メンバーには自部署

に浸透させる責任感を与えたうえで、システムの利

用方法の再確認と質疑応答を行いました。稼働から

時間をかけて従業員の意識改革を行ったことで、現

在は新システムが定着し、あらゆる部署間で一気通貫

型の対応が可能となり、社内の業務効率化、顧客サービスの充実化が進んでいます。 

今後も当社では各部署に DX 推進担当者を配置し、あらゆる業務の DX 化を推進していきます。 

 

【基幹システムの DX 化による内部変化】 

部署間の業務プロセスの一元化による業務効率化とミスの削減が可能に 

従来当社では受発注システムと会計システムを別々のシステムで利用していました。そのため部署間、システム間

のデータ連携が自動化されておらず、その都度それぞれの部署で同じデータを二重に入力するなどの非効率が生ま

れるだけでなく、入力ミスなどの人為的ミスが生じ、正確なデータが抽出できないという問題に直面していまし

た。しかし、マイクロソフト社の ERP システム「Dynamics365forFinanse＆Operations」の導入及び同社の開発ツー

ル「PowerApps」を利用したセールスフォースシステムの開発により、一連の業務プロセスを一元運用、一元管理で

きるようになりました。これにより、人為的なミスが大幅に削減され、業務が一本化されたことで処理スピードが

向上し、チェック作業などの無駄な時間の削減や、正確な売り上げデータの把握が可能となりました。 

 

顧客とのアポイント管理から契約までを DX 化し営業効率と事務効率の同時向上が可能に 

従来当社では顧客との契約の際に紙の契約書を使用していました。顧客宅にて手書きで作成するため、記入ミスや

記入漏れ、計算ミスなども発生し、顧客宅に再度訪問して契約書を書き直すなどの無駄な時間が発生するだけでな

く、顧客や顧客を預かっている提携企業に対しても不信感を与えたり、コンプライアンス上の問題に発展する恐れ

もありました。 

そこで営業向けにはセールスフォースシステムの一部として見積もり・契約書作成システムを開発し、顧客宅でデ

ジタルデータの契約書を作成できるようにし、ミスや不備のない契約書の発行を可能にしました。これにより営業

効率が向上し、契約書のミスをチェックする作業の必要性がなくなり事務効率も向上しました。 

また、顧客とのアポイントや営業スケジュール管理も電子化することにより、現場にいる従業員の状況に合わせた

アポイントの提供が随時可能となり、営業の隙間時間の削減につながりました。 

この DX 化を実施したことで、アポイント管理、契約、受発注、会計への一気通貫型システムが完成し、リアルタイ

ムでの情報管理と、正確なデータの抽出を実現、あらゆる動きが迅速化されました。 

全部署責任者、選抜メンバーを集めての意識改革を実施 



 

【株式会社 NEXTAGE GROUP 代表取締役社長 佐々木洋寧（ささきひろやす）コメント】 

当社は「正確なデータの基盤作り」「業務の属人化の解消による業務の標準化」「2 重入

力など手作業の削減」「業務ルールの明確化と情報共有の基盤づくり」の 4 つの課題を抱

えていました。この課題解決と、今後のレガシー化に遅れをとることに危機感を覚えて

DX 推進に着手しました。新しい動きがスタートすると必ず反発する意見がでてきます。

従業員に意識改革を行う上で、DX を推進するプロジェクトメンバーは大変だったと思い

ます。しかし、DX 化によって当社の作業スピードは格段に上がり、無駄な時間が削減さ

れ、作業レベルのものはなくなり、考える仕事に注力できるようになりました。 

今後は今あるシステムをうまく活用しながら、時代と共にシステムも成長させ、ブラッ

シュアップを重ねていくとともに、私たちの働き方も多様化させていく必要性があると

考えています。 

 
  
【会社概要】 

社名：       株式会社NEXTAGE
ネクステージ

 GROUP
グループ

 

代表：       代表取締役社長  佐々木洋寧   

本社：             東京都港区港南 2-16-1 品川イーストワンタワー5 階 

ホームページ：   http://nex-tage.co.jp/  

設立：             2012年 10 月 1 日  

資本金：      1,000 万円    

従業員数：     550 名（グループ全体） 

事業内容：         グループ全体の経営方針策定および経営管理等 

   

【グループ会社】 

社名：       MED
メッド

 Communications
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ

株式会社  

代表：       代表取締役社長  佐々木洋寧   

本社：       東京都港区港南 2-16-1 品川イーストワンタワー5 階 

ホームページ：    https://med-com.jp/ 設立：1993 年 4 月 16 日 

資本金：            5,000 万円     従業員数： 380 名 

事業内容：     リフォーム事業、ヘルスケア事業、施工事業、カスタマーパートナー事業 
  

社名：        MED
メッド

 Communications
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ

西日本株式会社  

代表：       代表取締役 畑闘志郎  

本社：       大阪府高槻市辻子 3-27-1 

ホームページ：   https://medwest-com.jp/ 従業員数： 40 名 

事業内容：     リフォーム事業、総合エネルギー事業、施工事業 

 

社名：       株式会社トータルリフォームサービス 

代表：       代表取締役社長  山下晃司  

本社：       栃木県小山市城東 2-31-2 

ホームページ：    https://www.trs-groups.com/ 設立：2001 年 10 月 1 日  

資本金：            1000 万円      従業員数： 47 名 

事業内容：     住宅衛生環境設備、合併浄化槽設置工事、住宅リフォーム・増改築工事 

  

社名：         株式会社産電テクノ 

代表：         代表取締役社長  尾﨑屋光司   

本社：               奈良県奈良市北之庄西町１丁目 5−6 

ホームページ：     https://sunden.jp/  設立：2013 年 8 月 

資本金：        500 万円    従業員数：40 名 

事業内容：           リフォーム事業、総合エネルギー事業、住宅設備機器の施工事業  

 
   

＜本件に関する問い合わせ先＞ 

NEXTAGE GROUP 広報課 

TEL:03-6831-7777  FAX:03-6831-7750  E-mail：pr@nex-tage.co.jp 

担当： 鶴岡（携帯：050-2018-3459） 

https://medwest-com.jp/
https://www.trs-groups.com/
tel:03-6831-

